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FtsZ に PCR により変位を導入し、FtsZ-FtsA、FtsZ-YlmF の相互作用を失った FtsZ 変位を酵母
２ハイブリッド解析により、それぞれ、25 個、50 個を取得し、塩基配列決定により変位部位
を特定した。これらの変異部位を構造がわかっているなかで最も近縁種である Mycobacterium 
tuberculosis の結晶構造をもとにマップした。 
（N 末端側の GTPase domain）最も保存されている domain であり、GTP の加水分解と共役した
polymerization、Z-ring 形成の中心 domain である。多くの変異は、この domain の表面ではな
く内部、もしくは GTP binding pocket 周辺に見られた。このことは、FtsA と YlmF の直接の結
合 domain ではないが、GTPase 活性とリンクした立体構造が、結合に重要である可能性を示唆
している。 
（C末端側のαβ domain）近縁種では良く保存されているが、比較的保存性の低い domain であ
る。しかしながら、今回得られた変異のなかで蛋白質の表面に存在するものはこの領域にのみ
見られたことから、この領域が FtsA、YlmF との結合領域の１つである可能性が高い。 
（C末端の約 10 アミノ酸の保存された領域）結晶構造が得られていないことから、不安定な構
造をとっていると予想される。しかしながら、これまでの大腸菌、枯草菌の酵母２ハイブリッ
ド解析からは FtsZ-FtsA の相互作用において重要であることが示唆されてきた。今回の結果で
も、FtsZ の C 末端の 12 アミノ酸に変位部位を持つものが数種得られた。面白いことに、YlmF
と相互作用を失うものも同じ領域に変異を持つものが多数得られた。この結果は、YlmF を持つ
が FtsA を持たないシアノバクテリアとアクチノバクテリアでも FtsZ の C末端領域の配列が保
存されているという事実と合致する。 
 
 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
10. キーワード 
  (1)  細菌                    (2)  蛋白質                    (3)  生体分子 

  (4)  細胞分裂                (5)                              (6) 

  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 



 

 

11.研究発表(平成１８年度の研究成果) 
 〔雑誌論文〕 計（ 0 ）件 

著    者    名 論      文      標      題 
  

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 
       

 

著    者    名 論      文      標      題 
  

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 
       

 

著    者    名 論      文      標      題 

  

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 
       

 

著    者    名 論      文      標      題 
  

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 
       

 

著    者    名 論      文      標      題 
  

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 
       

 

著    者    名 論      文      標      題 
  

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 
       

 
 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著    者    名 出      版      社 

  

書             名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による工業所有権の出願・取得状況 
    計（ 0 ）件 

工業所有権の名称 発明者 権利者 工業所有権の種類、番号 出願年月日 取得年月日 

      



 

 

 


